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彙
報
（
二
〇
二
二
年
度
） 

  

†
 
教
員
関
係 

 

二
〇
二
二
年
度
新
規
兼
任
講
師
（
哲
学
専
攻
設
置
科
目
） 

 
木
下
頌
子
兼
任
講
師
（
担
当
科
目
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
哲
学
」
） 

高
江
可
奈
子
兼
任
講
師
（
担
当
科
目
「
環
境
の
哲
学
」
） 

辻
麻
衣
子
兼
任
講
師
（
担
当
科
目
「
戦
争
論
・
平
和
論
」
） 

蜂
尾
公
也
兼
任
講
師
（
担
当
科
目
「
歴
史
と
哲
学
」
） 

堀
越
耀
介
兼
任
講
師
（
担
当
科
目
「
哲
学
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
Ⅱ
Ｂ
」
） 

 
矢
口
直
英
兼
任
講
師
（
担
当
科
目
「
哲
学
交
流
論
」
） 

 
  

二
〇
二
二
年
五
月 

李
龢
書
兼
任
講
師
退
職 

 

二
〇
二
二
年
九
月 

 
渡
辺
和
典
兼
任
講
師
退
職 

 

二
〇
二
三
年
三
月 

 
垣
内
景
子
兼
任
講
師
退
職 

 

†
 
学
生
関
係 

 

二
〇
二
二
年
四
月 

 
第
五
期
と
し
て
四
十
九
名
入
学
。 

 

二
〇
二
二
年
九
月 

 
二
名
卒
業 

 

二
〇
二
三
年
三
月 

 
四
十
六
名
卒
業 

  

 
 
†
 
卒
業
論
文
題
目
一
覧 

 

・
ガ
ザ
ー
リ
ー
の
哲
学
批
判
と
イ
ス
ラ
ム
哲
学―

イ
ス
ラ
ム
教
が
ギ
リ

シ
ア
哲
学
を
必
要
と
し
た
の
は
な
ぜ
か―

 

・
な
ぜ
ス
ー
フ
ィ
ー
は
修
行
を
必
要
と
す
る
の
か―

心
身
変
容
と
集
団

性
に
着
目
し
て―

 
・
井
筒
俊
彦
の
呪
術
的
世
界
観
に
つ
い
て 

・
イ
ス
ラ
ー
ム
と
日
本
の
死
生
観
に
つ
い
て―

信
仰
と
の
関
係
性―

 

・
徳
の
実
現
は
い
か
に
し
て
拡
大
し
得
る
か―

シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
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『
意
志
と
表
象
と
し
て
の
世
界
』
に
お
け
る
同
情
倫
理
学
と
性
格

論
の
考
察―

 

・
な
ぜ
ひ
と
は
自
殺
に
対
し
否
定
的
な
感
情
を
抱
く
の
か―

シ
ョ
ー
ペ

ン
ハ
ウ
ア
ー
『
意
志
と
表
象
と
し
て
の
世
界
』
『
自
殺
に
つ
い
て
』

に
基
づ
く
検
討―

 

・
日
常
性
に
お
け
る
他
者
は
い
か
な
る
存
在
か―

ハ
イ
デ
ガ
ー
『
存
在

と
時
間
』
共
存
在
の
考
察
を
も
と
に―

 

・
日
常
的
な
現
存
在
の
在
り
方
と
は
何
だ
ろ
う
か―

『
存
在
と
時
間
』

に
お
け
る
世
人
の
考
察―

 

・
良
心
の
語
り
は
何
故
黙
秘
な
の
か―
ハ
イ
デ
ガ
ー
『
存
在
と
時
間
』

良
心
の
呼
び
声
に
か
か
わ
っ
て―

 

・
「
動
物
は
世
界
貧
乏
的
で
あ
る
」
と
い
う
テ
ー
ゼ
に
正
当
性
は
あ
る

の
か―

『
形
而
上
学
の
根
本
諸
概
念 

世
界―
有
限
性―

孤
独
』
第

四
五
〜
六
三
節
に
お
け
る
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
動
物
論
の
検
討 

・
『
存
在
と
時
間
』
に
お
け
る
遺
族
と
故
人
の
関
係
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か―

ハ
イ
デ
ガ
ー
『
存
在
と
時
間
』
第
四
十
七
節
に
お
け
る
記

述
の
検
討―

 

・
な
ぜ
「
死
亡
す
る
こ
と
」
は
代
理
不
可
能
な
の
か―

ハ
イ
デ
ガ
ー
『
存

在
と
時
間
』
に
お
け
る
「
手
段
」
「
目
的
」
の
連
関
か
ら―

 

・
死
は
本
来
ど
の
よ
う
な
も
の
か―

ハ
イ
デ
ガ
ー
『
存
在
と
時
間
』
に

お
け
る
「
死
」
の
議
論
を
基
に―

 

・
人
間
に
と
っ
て
の
本
来
的
な
死
へ
の
態
度
と
は
ど
の
よ
う
な
態
度
な

の
か―

『
存
在
と
時
間
』
に
お
け
る
死
と
い
う
現
象
の
性
格
と
そ

れ
に
対
す
る
和
辻
哲
郎
の
反
論
を
起
点
に―

 

・
空
間
と
は
何
か―

「
建
て
る
こ
と
、
住
む
こ
と
、
考
え
る
こ
と
」
を
中

心
と
し
た
空
間
論―

 

・
「
責
め
あ
る
存
在
」
に
基
礎
付
け
ら
れ
た
責
任
と
は
ど
う
い
う
こ
と

か―

ハ
イ
デ
ガ
ー
『
存
在
と
時
間
』
58
節
を
中
心
と
し
て―

 

・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ビ
ッ
ク
な
主
張
に
正
当
性
は
あ
る
の
か―

ジ
ュ
デ
ィ

ス
・
バ
ト
ラ
ー
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ト
ラ
ブ
ル
』
を
介
し
た
セ
ッ
ク
ス

の
性
質
の
考
察 

・
哲
学
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
に
お
い
て
「
き
く
」
こ
と
は
ど
の
よ
う
に
位
置

づ
け
ら
れ
る
の
か―

「
き
く
」
こ
と
と
他
者
に
つ
い
て
の
関
係―

 

・
子
ど
も
の
た
め
の
哲
学
は
日
本
の
学
校
教
育
で
ど
の
よ
う
に
実
践
で

き
る
の
か―

Ｍ
・
リ
ッ
プ
マ
ン
及
び
Ｔ
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
の
子
ど
も

の
た
め
の
哲
学
の
考
察―

 

・
ニ
ー
チ
ェ
の
超
人
思
想
に
お
け
る
自
然
と
孤
独
へ
の
向
き
合
い
方
に

関
す
る
考
察―

Ｈ
・
Ｄ
・
ソ
ロ
ー
『
森
の
生
活
（
ウ
ォ
ー
ル
デ
ン
）
』

に
見
る
超
人
の
姿―

 

・
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
『
笑
い
』
に
お
け
る
苦
味
と
は
何
か 

・
サ
ル
ト
ル
に
よ
る
「
人
間
（L'hom

m
e

）
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て

の
考
察
〜
大
江
健
三
郎
に
よ
る
《
物
》
と
い
う
概
念
を
手
掛
か
り

に
〜 

・
「
あ
う
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か―

鷲
田
清
一
の
〈
顔
〉
と
「
顔
面
」

に
基
づ
い
て―

 

・
我
々
が
感
じ
取
る
リ
ズ
ム
の
仕
組
み
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か 
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・
最
小
結
婚
は
日
本
の
結
婚
を
ど
の
よ
う
に
問
い
直
せ
る
か 

・
女
性
解
放
の
歴
史
か
ら
見
る
こ
れ
か
ら
の
男
女
「
共
存
」
の
在
り
方

―
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
重
ね
合
わ
せ
て―

 

・
新
井
英
樹
『
キ
ー
チ
！
！
』
か
ら
読
む
孤
独
な
生
き
方―

哲
学
教
育

に
お
け
る
漫
画
の
可
能
性
に
つ
い
て―

 

・
第
三
者
は
赦
し
に
お
い
て
必
要
な
存
在
か―

Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
に
お
け
る
第

三
者
と
し
て
の
関
わ
り
方―

 

・
人
工
妊
娠
中
絶
の
擁
護
論 

・
Ａ
Ｉ
と
そ
の
責
任
の
所
在―
Ａ
Ｉ
の
構
造
に
基
づ
く
倫
理
的
判
断
の

可
不
可
及
び
Ａ
Ｉ
と
人
類
の
共
存
に
つ
い
て―
 

・
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
に
お
け
る
自
然
法
は
ど
の
よ
う
に
導
か
れ
る

か―

『
神
学
大
全
』
第
２
部 

第
90-
94
問
題―

 

・
ホ
ッ
ブ
ズ
の
目
指
し
た
平
和
と
は
ど
の
よ
う
な
状
態
か―

ホ
ッ
ブ
ズ

『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
の
分
析
を
通
し
て―

 

・
ホ
ッ
ブ
ズ
の
考
え
る
国
家
理
論
の
主
権
者
と
し
て
の
君
主
は
本
当
に

国
民
の
生
命
の
安
全
を
保
障
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
 ―

リ
ヴ

ァ
イ
ア
サ
ン
の
君
主
制
と
主
権
者―

 

・
ト
マ
ス
・
ホ
ッ
ブ
ズ
『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
に
お
け
る
自
然
法
は
い

か
な
る
意
味
で
神
の
命
令
な
の
か―

15
章
の
分
析
を
通
し
て―

 

・
観
念
の
関
係
に
関
す
る
推
論
に
対
し
て
ヒ
ュ
ー
ム
が
与
え
た
説
明
は

整
合
性
を
有
す
る
の
か
 ―

『
人
間
本
性
論
』
第
一
巻
第
四
部
第

一
節―

 

・
「
理
性
は
情
念
の
奴
隷
」
と
い
う
表
現
は
適
切
か―

ヒ
ュ
ー
ム
『
人

間
本
性
論
』
第
二
巻
第
三
部
第
三
節―

 

・
ル
ソ
ー
に
お
い
て
良
心
に
従
う
こ
と
が
神
に
従
う
こ
と
に
な
る
の
は

な
ぜ
か―

『
エ
ミ
ー
ル
』
「
サ
ヴ
ォ
ワ
の
助
任
司
祭
の
信
仰
告
白
」

―
 

・
カ
ン
ト
『
永
遠
平
和
の
た
め
に
』
に
て
永
遠
平
和
を
保
証
す
る
自
然

と
は
な
に
か―

第
一
補
説:

「
永
遠
平
和
を
保
証
す
る
自
然
に
つ
い

て
」 

・
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
『
死
に
至
る
病
』
に
お
い
て
絶
望
が
人
を
死
に

至
ら
す
と
さ
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か―

「
第
一
編
Ａ
絶
望
が
死
に

至
る
病
で
あ
る
と
い
う
こ
と
」
よ
り―

 

・
感
覚
日
記
の
議
論
が
私
的
言
語
論
の
中
核
を
な
す
と
言
え
る
の
は
な

ぜ
か―

ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
『
哲
学
探
究
』
§
258
の
一
解
釈

―
 

・
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
『
哲
学
探
究
』
に
お
い
て
「
霧
は
晴
れ
る
」

と
は
ど
の
よ
う
な
状
態
か ―

第
１
章
（
ａ
）
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス

的
言
語
像―

 

・
翻
訳
に
お
け
る
論
理
学
の
特
権
的
扱
い
は
全
面
的
改
訂
可
能
性
の
主

張
と
矛
盾
す
る
の
か―

ク
ワ
イ
ン
『
論
理
学
の
哲
学
』
第
６
章
「
非

正
統
的
論
理
学
」―

 
・
井
上
円
了
の
学
問
観
と
妖
怪
学 

・
夏
目
漱
石
の
老
子
研
究
に
つ
い
て 

・
西
田
幾
多
郎
の
デ
カ
ル
ト
理
解
か
ら
見
る
西
田
哲
学
の
変
遷 

・
柳
田
国
男
に
お
け
る
日
本
人
の
霊
魂
観 
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・
日
本
文
化
と
偶
然
性―

九
鬼
周
造
の
日
本
文
化
論―

 
 

（
順
不
同
 
卒
業
論
文
提
出
者
数
と
卒
業
生
数
は
一
致
し
な
い
） 

  

 
 
†
 
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
講
演
会
な
ど 

 

二
〇
二
三
年
三
月
二
十
三
日 

 
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
科
学
と
神
秘
」 

登
壇
者
：
胡
潁
芝
氏
・
合
田
正
人
・
竹
花
洋
佑
氏
・
井
上
貴
恵 

明
治
大
学
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス
 
ア
カ
デ
ミ
ー
コ
モ
ン
Ａ
２
・
３
会

議
室 

  


